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米国における緑茶機能性

〜GTI 7th Annual Colloquium等で
発表された 茶とCovid-19情報〜

静岡県立大学茶学総合研究センター 中村順行

日本における感染者数と死亡者数の推移

世界における感染者数の推移

Covid-19の継時的変化

https://www.news24.jp/archives/corona_map/index.html

感染者数

死亡者数

https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUC212PC0R21C21A2000000/

免疫逃避に関わる「E484A 

(K)」、ウイルスがヒトの細
胞に侵入しやすくなる
「N501Y」「H655Y」
「P681H (R)」など要注意と
されてきた変異が集積

オミクロン型では、ヒト細
胞表面のタンパク質と直接
結合する「受容体結合領
域」に大量の変異が集まっ
ている。受容体結合領域の
形状はウイルスが細胞へ侵
入する際の成功率に直結す
る。しかも多くの抗体がこ
こを標的としているため、
免疫にも影響する。
受容体結合領域に蓄積した
大量の変異は、ヒトの体内
でより増えやすく、集団全
体で感染をより広げやすい
よう、ウイルスの変異と選
択が繰り返されてきたこと
を意味している。

Covid-19の代表的変異株の特性

https://www.soujinkai.or.jp/himawariNaiHifu/covid19-omicron-variant/

変異株別の感染者数の増加割合の特徴

UCDにおけるGTIコロッキアムの開催 UCDにおけるGTIコロッキアム プログラムの一部

県大 山田先生の発表
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茶カテキンによる上気道感染予防効果

Experimentally reported functional benefits 
of tea catechins

Anti-bacterial & 

anti-viral effects

Anti-oxidative 

effect

May 26, 2004 Cyunichi Shinbun
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effects

茶カテキンの機能 ～抗バクテリア、ウイルス作用～

・ Influenza virus

・ Parainfluenza virus

・ Adenovirus

・ Respiratory syncytial virus (RSV)

・ Coronavirus (SARS-CoV-2)

Anti-viral effects of catechins against the 

upper respiratory tract infections （URTI)

★ Inhibition of attachment to the host cell 

against hemagglutinin (HA).

★ Replication inhibition against viral RNA 

polymerase /nucleoprotein. 

★ Neuraminidase (NA) inhibition to suppress 

the release of virion progeny from infected cells   

★血球凝集素（HA）に対する宿主細胞に対する阻害効果

★ウイルスRNAにポリメラーゼ/核タンパク質に対する複製阻害効果

★感染細胞からのビリオン子孫放出を抑制するノイラミニダーゼ（NA）阻害

上気道感染症（URTI）に対するカテキンの抗ウイルス効果 茶カテキンによるインフルエンザウイルス感染阻害

茶カテキンによるインフルエンザウイルス感染阻害のメタ解析

Prospective cohort study：前向きコホート
研究
RCT：無作為化比較試験
URTI：上気道感染症
Consumption：飲用
Meta-analysis:複数の臨床研究のデータを収集・統
合し、統計的方法を用いて解析した系統的総説

ケニアからのＣｏｖｉｄ１９ に関する話題提供

Covid19に対するハーブティーの効果 神話か事実か？
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Covid19に対するハーブティーの効果に繋がるもしくは繋がらないという科学的
証拠がない場合、飲料の心理的/認知的効果や神話は、人間のウェルビーイングに
良い影響を与えるのか？

今後は臨床試験や、茶飲料の衛生基準・有効性、経済的・心理的な影響等々の研
究の余地がある。

ケニアからのＣｏｖｉｄ１９ に関する話題提供の結論

茶学術研究会と静岡県茶業会議所の共催
WEBセミナー
講師：静岡県立大学 鈴木 隆 先生
新興ウイルスの脅威と茶の効果について 前半
https://youtu.be/frOd-V0Vjro
新興ウイルスの脅威と茶の効果について 後半
https://youtu.be/EEbtT58z71Q

配信期間：2021年11月15⽇〜

茶学術研究会セミナー
お茶の抗ウイルス性とストレス緩和 ～with／afterコロナ時代を生きる

お茶によるウイルスの感染阻害作用 お茶によるコロナウイルスに対しては？

ChaOIフォーラム公開セミナーより
緑茶と新型コロナウイルス研究のシンポジウム

18

松浦氏の講演内容
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松浦氏の講演内容

20

数少ない臨床研究

• 被験者：10名（男性：3、女性7）、27〜74歳
投与前、PCR陽性 (発熱、味覚・嗅覚消失、呼吸器または胃腸症状)

• 用量及び投与方法
◎ 呼吸マスクを用いた噴霧：0.3%ThE溶液5ml、1⽇2回、最⻑15⽇間

総カテキン：27mg/⽇、EGCG:19mg/⽇
◎ 経口投与：3cps（ThE300mg*3)/⽇、最⻑15⽇間

総カテキン：813mg/⽇、EGCG：576mg/⽇

ECGC総投与量
595mg/⽇

• すべての患者が完全に回復 （投与開始15日後）
回復までの⽇数 ：中央値 9⽇ (範囲 7〜15⽇)
イタリアレッジョ・エミリア州の陽性から陰性になるまでの期間は31⽇

文献情報：
お茶の飲用とコロナ感染との関係は？

お茶の飲用とコロナ感染との関係の解析結果

結果
緑茶の消費量が「多い」国と
「少ない」国のグループ間で、
COVID-19の罹患率と死亡率に著
しい違いが見られた。
重回帰分析を使用した解析では、
個々の国により茶との関連性の
違いが存在することが示唆され
た。

方法
人口が300万人（n = 134）以上の
国の中で、一人当たりの緑茶の
消費量が比較的多い国（n = 21）
と少ない国のグループについて、
COVID-19症例（罹患率）と（死
亡率）の人口値に対して比較し
た。

世界レベルでの緑茶の飲用とコロナ感染について


